










要約:石川県では人口べ一スによる先天異常モニタリングを実施するため、昭和56 年より

石川県内に所在する全産婦人科医療機関や衛生行政機関の協力を得て先天異常児発生調査

を実施してきているが、本年度は昭和 56 年 1 月から平成 2年 12月までの満 10 年間に協力

医療機関で石川県内に居住する母親から出産した 109,132 児と同期間に報告のあった 747

先天異常児をもとに、マーカー奇形のベースライン作成のために発生頻度を測定した。 

全先天異常児の発生頻度は出産 10,000 当り 68.45であり、主なマーカー奇形のベースライ

ンは無脳症 4.03、脳瘤・脳髄膜瘤 1.37、水頭症 2.47、口唇裂 4.31、口唇口蓋裂 5.41、口

蓋裂 4.49、脊椎髄膜瘤・二分脊椎 1.83、臍帯ヘルニア 1.74、腹壁破裂1.19、直腸肛門奇

形 3.30、多指症 4.67、合指症 1.56、上肢減数異常 2.47、多趾症 3.21、合趾症3.21、下肢

減数異常 1.65、ダウン症候群 3.02 で、尿道下裂は男児出産 10,000 当り 1.92 を示してい

た。 

母親の居住地を市部、郡部別および加賀、金沢、能登の 3地域別に全先天異常児ならびに

マーカー奇形の発生頻度を検討した。全先天異常児の発生頻度は各群間に著差は認められ

ず、各マーカー奇形の発生頻度もバラツキはあるものの一定の傾向を認めることはできな

かった。 


